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相談している。
　夫の話が終わるまでに，私の頭のなかには『そ
の男』の姿が見えるようだった。失うものの何も
ない，犯罪の匂いのしない男。どれほど思い切っ
て母国を捨てたのか。

　あの夜から長い長い年月が流れた。
　日本にいれば決して経験することのない場面を
目で見た夫は，もうこの世にいない。
　『その男』はどうなっただろう。そして見た目
は怖いけれど，実は優しいポリツァイたちは……。

　 6月14・15日の朝日新聞「天声人語」は，ドイ
ツの移民対策・難民対策を取り上げていた。ドイ
ツ語教室は，最低600時間の学習が移民に義務づ
けられていることや来た人を受容する構えが存在
するのは，移民労働者を冷遇したことへの反省か
らであるそうだ。移民のルーツを持つ人が約 2割
で，ドイツは2000年代に入り，自らを移民国家と
位置付けたともあった。高度成長期の1960〜70年
代にトルコ人をガストアルバイター（客人労働者）
として数年で帰国してもらう算段で受け入れた
が，生活の基盤ができると残ることを選ぶ人が増
えたそうだ。「労働力とだけ捉え，人間として見
ていなかった」ドイツは，教育の充実など新たな
歩みを始めているそうだ。
　たまたまドイツにも韓国人在住者が多いような
気がして調べてみた。すると，1963年に韓国政府
とドイツの炭鉱協会とが協定を結び，韓国からド
イツに鉱夫を派遣することになり，1980年までに
約8000人が派遣されていた。一方，看護師の派遣
は，もっと早い段階からキリスト教の宣教団体が
中心になって推進し，1966年からは政府が主導し，
1976年まで一万余の看護師が派遣されていた。

　ドイツでは韓国の鉱夫や看護師を自国の労働者
と同じ待遇で雇ったので，働き甲斐があり，職場
での評判も良かったそうである。その蓄積のうえ
でドイツに定住する人も増えたらしい。
　『その男』もその一人ではなかろうか？　キー
ルの警察には彼の名前も残っていそうである。
　韓国とドイツの思いがけない関係を知って，ヘ
イトスピーチのことを聞いてみた。すると，日本
と違ってドイツにはないので，「余計な気を遣う
場面が少ない分，住みやすいのではないでしょう
か」と返事があった。
　1960年 6 月の日米軍事同盟としての｢安保条約」
の締結が，米国の社会主義圏（共産主義圏）に対
する軍事的包囲のための後方基地として，日本を
位置付けた。一つは朝鮮半島の38度線であり，も
う一つは東南アジアのベトナム民族独立戦争への
介入であったが，日本は“憲法”があり，「後方
基地」の役目に徹して，戦争には行かなかった。
　一方，日本は朴軍事政権に日韓条約（1965年）
によって有償・無償 8億ドルを戦後賠償見合いと
して支払い，日本帝国主義35年にわたる植民地支
配による，朝鮮半島全域の民衆と国家への責任を
南部政権（当時は朴政権）との単独賠償で処理し
ようとした。日本は朴軍事政権の経済的後ろ楯と
なり，さらに朴は，米国のベトナム戦争の最前線
（米兵による掃討作戦の先頭には，常に韓国軍が
いた）に延べ30万の兵士を送り込み，10億ドル以
上の特需を手に入れた。
　以上のことを，私は最近知り，米国人のベトナ
ム兵のことばかり見ていたことを恥じている。

　橄欖はカンラン科の常緑高木，熱帯原産。オリー
ブに似る｡ 旧第一高等学校の寮歌に「この世の旅
は長けれど　橄欖の花散るもとに　再び語ること
やある」とある。50年を経て語ることがあるのは
幸いである。

登場した本
『満ち潮の時間』ト・ジョンファン（都鍾煥）著
ユン・ヨンシュク　田島安江　編訳　書肆侃々房
2017年
『橄欖の花散りて』藤田佐千子　藤田恒夫（遺稿）
共同文化社　2018年

ペーパークラフト：松田祐樹

写真：桜井ただひさ

お散歩カー
ダルメシアン，パピヨン，シーズー，ミニチュア・シュ
ナウザー
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1 ．当院の概要

　昭和48年 4 月，国立所沢病院と国立豊岡病院が
合併し現在の所在地に開設された。平成22年に新
病棟が落成し現在に至っている。
所在地　埼玉県所沢市若狭2-1671
定床325床　看護学校併設
　平成30年 7 月 1 日からNICUを再開棟した。
平成29年度実績
月平均入院患者（延べ）6287人
月平均外来患者　　　　8958人
月平均注射せん枚数　　7052枚
月平均入院処方箋枚数　1191枚
月平均外来院内処方箋　 515枚
月平均院外処方箋　　　3679枚
月平均薬剤管理指導　　 961件
　病院周辺を森に囲まれ春には桜が咲き，そのう
ちの 2本はたわわにサクランボを実らせる。
　また，今年も池にカルガモが来訪し12羽の子カ
モが無事誕生し巣立った。池は患者さんの憩いの
場になっている。

2 ．薬剤部

1 ）人員　薬剤師11名　薬剤助手 1名
2）資格　認定実務実習指導薬剤師 2名
　　　　　日本糖尿病療養指導士 2名
　　　　　感染制御専門薬剤師 1名
　　　　　感染制御認定薬剤師 1名
　　　　　日本臨床薬理学会認定CRC 1 名

その他NST専門療法士，抗菌化学療
法認定薬　漢方薬・生薬各 1名

　若手が多いため今後，資格が取得できるよう心
がけている。
3）特徴

①国立病院機構ではもう数の少なくなった手書き
処方である。電子カルテ，処方オーダとも未整
備である。この環境の中でできうる努力を重ね
ている。
②夜勤体制のため常時 2名が欠となるので毎日の
勤務割りを細かく作製しできるだけ午前中から
病棟業務活動に従事できる体制を整えている。

3 ．持参薬確認

　予定入院患者に対しては医事科での受付後，
①薬剤部窓口にて薬剤師が対面し持参薬を確認。
②服薬状況など聞き取りによる情報収集を行う。
③持参薬を預かり病棟に向け窓口で得た情報も含
めて持参薬鑑別書を作製している。注意喚起が必

写真 1　西埼玉中央病院全景
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国立病院機構西埼玉中央病院の現状

国立病院機構西埼玉中央病院

吉田　誠也
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要なワーファリン，麻薬等の情報も反映させ病棟
へ戻し医薬品適正使用に寄与している。患者が緊
急入院の場合は病棟より錠剤鑑別依頼が持参薬と
共に搬送されるため夜勤中も含め対応している。

4 ．抗がん剤の取り扱い

1）化学療法委員会
　当院で採用する抗がん剤の使用についてそのプ
ロトコールを登録するため委員会にて審議を行い
可否の決定を行っている。院外のみで使用される
内服薬についても全て登録を行う事としている。

2 ）抗がん剤調製
①レジメン確認
　調製に際し登録レジメンに従って作製した個人
別ファイルの情報を元に注射せん，使用届の投与
量，間隔などを確認。
②医師より投与指示後調製を開始。この際に減量
など変更が生じることがある。
③調製
　安全キャビネット，ガウン，ゴーグルなどを使
用し曝露対策を行っている。近年は女性薬剤師が
増えてきているので細かな注意喚起を行ってい
る。院内で使用する全てのプロトコールについて
前処置薬も含め調製を行っている。
④外来の場合搬送時，患者に指導，聞き取りを行
い記録している。

5 ．薬剤師外来

1 ）婦人科術前服用薬確認・指導
2）化学療法，注射薬説明
　抗がん剤導入に当たって患者に説明を行ってい
る。このための各種ツールを用意して使用してい
る。

6 ．医薬品情報

　処方オーダが確立されていない現在，情報の配
信は院内サーバを利用して各端末において医薬品
情報を閲覧できうるシステムを構築している。主
な閲覧情報は
　院内医薬品集
　薬剤部医薬品情報
　各種安全性情報
　薬剤部からのお知らせ

　医薬品変更のお知らせ
　溶解後の安定性など
　各種データ一覧
となっている。

7 ．情報の共有

　薬剤部員の端末のみ共有できるデータフォルダ
を構築し，各自がいつでも閲覧できる体制を整え
ている。これにより確実な情報伝達と共に情報の
一元化により業務の効率化が得られた。

8 ．看護学校での講義

　10月より毎週 1回，90分授業を担当し計14回の
講義を行っている。以前は講師 1名で対応したが
現在は交代で対応している。

9 ．チーム医療

1 ）毎週開催される次のカンファレンス及びラウ
ンドに薬剤師も参加している
　医療安全
　糖尿病
　循環器
　小児
2）抄読会
　呼吸器内科抄読会に毎週参加している。
3）医療チーム
　次の医療チームに薬剤師が参加している。
　感染対策（ICT）
　がん免疫
　緩和
　NST
　DM（毎月の糖尿病教室を含む）
　褥瘡

10．プレアボイド

　プレアボイド報告件数は平成28年度関信地区第
3位，平成29年度は 6位と多くの報告を行ってい
る。

11．インシデント

　インシデント報告については細かなことも報告
書を作製し，その内容を薬剤部内で情報共有し再
発を防止するように心がけている。名称の類似か
ら後発品を先発品に変更した事例もある。
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12．化学療法に伴う悪心，嘔吐（CINV）
処方支援システムの構築

　入院時に詳しい副作用確認を行うため現在，予
約入院患者に対して薬剤部窓口において問診を
行っているが，問診者は入院患者の治療目的を把
握していない。そこで前日に化学療法実施患者を
抽出しておき問診者に周知させている。
　入院時問診は持参薬の確認が主になっているの
で，化学療法実施患者に対しては副作用に特化し
た問診を用意する必要があり，その中でCINVに
関する問診として嘔吐回数，嘔気の程度，期間に

ついて把握し，より患者に即した対応ができる努
力を行っている。

13．学生実習

　学生実習については各期 2名ずつの受け入れを
行っている。学生にはテーマを作製し，細かな予
定表，努力目標を提示している。事前学習を求め，
その内容についてはホームページに詳細を記載し
ている。学生への最終アンケートにより高評価を
得ている。

図 1　チェックリスト 1
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14．業績

　平成29年度は 1編を雑誌投稿， 5演題を 3学会
にて発表した。

15．参考資料

　若手薬剤師の教育・業務アシスタントツールと
して以下のチェックリストを作製した。

1）新人薬剤師業務チェックリスト
　新卒者の業務到達状況やその理解度を客観的に
評価するツール。図 1に示す。
2）周術期管理，腎機能に応じた薬剤調節，ポリ
ファーマシーの背景に焦点を当てた外科病棟入院
患者のツールを図 2に示す。
3）がん治療患者の副作用や疼痛管理に焦点を当
てた外科病棟入院化学療法患者のツールを図 3に

図 2　チェックリスト 2
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示す。

16．所沢市薬剤師会との連携

1 ）地域連携の一環として院内において当院医師
を講師とした勉強会を開催している。平成29年度
は 3回開催し，平均参加者数は約30名であった。

　研修センター 1単位を取得可能としている。
2）所沢市薬剤師会と月初めに協議を行い情報の
共有に努めている。
3）プロトコール公開
　外来化学療法に関するプロトコールを定期的に
配布して情報の共有化を図っている。

図 3　チェックリスト 3
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17．今後の展開

治験管理室
　治験実務経験者が新たに配属となった事から今
後治験管理室の充実を図り受託できる体制を再構
築すべく努力している。

最後に

　当院ホームページの薬剤部門について定期的に
更新し，今回の内容についても紹介していますの
でお立ち寄り下さい。
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前文では「豊かな人間生活と医療人としての高い
使命感を有し，生命の尊さを深く認識し，生涯に
わたって薬の専門家としての責任を持ち，人の命
と健康を守ることを通して社会に貢献する」との
目標が明記されています。「臨床に係る実践的な
能力を培う」（学校教育法第55条第 2項）ことを
主たる目的として 6年制薬学教育がスタートして
から12年が経過しましたが，薬学部増設ラッシュ
は止まらず，私立薬系大学は29校から57校となり，
地方の新設大学は入学定員を満たすべく高校基礎
学力のない生徒を多数入学させ薬剤師国試予備校

化の道を歩んでいます。
　今春入学定員を満たすことができなかった私立
薬系大学は11校になりました。駿台予備校の最新
のデータによれば，57校のうち偏差値49以下の大
学は35校あり，45以下の大学は17校もありました。
そのため大学院学生の減少と共に大学の研究力は
著しく低下し，研究の推進に支障を来しているこ
とも将来に大きな問題です。
　最適な薬物療法の提供，服薬指導，医療安全性
の強化などに高度な職能を基盤とする問題解決能
力がある優れた薬剤師が医療の担い手として求め
られています。大学の教員は研究と教育に専念し，
科学的思考力と薬学の幅広い知識を持ち生涯研修
に努める薬剤師を養成していかなければなりませ
ん。全体的に自学自習の生活習慣が欠けた薬学生
に「何を教えるか」ではなく「教えて何をできる
ようにするか」というアウトカム（到達目標）を
考えた教育をしてほしいです。大学は薬剤師とし
て必要な資質を備えている学生を卒業認定し， 6
年制薬学教育の質を社会に示していかなければな
りません。病院薬剤師の先生方に学生に対し良き
アドバイスをお願いします。

薬学教育50年　未来への展望（ 6）

6 年制薬剤師教育の現状

基礎薬学教育者　薬剤師

坂　本　正　徳
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